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去
る
、
五
月
八
日（
日
）
阿
波
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
開
票
の
結
果 

初
代
阿
波
市
長
・
小
笠
原
幸
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 



◎委員長　○副委員長　（平成17年4月15日現在） 

議長  吉川　精二  ／  副議長  月岡　永治 

阿波市議会委員会名簿 

常任委員会 

特別委員会 

議会運営委員会 
（8名） 

総 務 企 画 
（17名） 

市 　 民 
（15名） 

産 業 建 設 
（17名） 

庁 舎 建 設 
（12名） 

人権環境対策 
（8名） 

文 教 厚 生 
（17名） まちづくり建設 

（13名） 

◎丸若　祐二 
○大北　　毅 
尾花　健二 
佐藤　　弘 
長瀬　安雄 
三木　康弘 
松永　　渉 
吉成　正一 
伊藤　雅功 
木村　秀正 
岩野　宗夫 
宮本　文夫 
石動　圭一 
金森　光雄 
福田　重治 
月岡　永治 
安岡　治宣 

◎西川　　武 
○阿部　雅志 
原田　　茂 
大塚　忠廣 
香西　和好 
唐渡　常義 
江東　定夫 
山添　武司 
矢部　嘉昭 
吉本　健二 
木村　松雄 
宮島　佳三 
坂本　　毅 
後藤　耕治 
真鍋　　功 

◎大木　松義 
○小川　博司 
武市　賢二 
東根　善一 
岩本　雅雄 
吉田　　正 
坂東　久義 
細川　一夫 
池光　正男 
稲岡　正一 
小川　利夫 
出口　松三 
三原忠次郎 
西岡　謙治 
三浦　三一 
兼松　英明 
乃一　安平 

◎三原忠次郎 
○江東　定夫 
小川　博司 
稲井　隆伸 
稲岡　正一 
矢部　嘉昭 
宮本　文夫 
小川　利夫 
大北　　毅 
中川　節雄 
阿部　雅志 
乃一　安平 

◎三木　康弘 
○坂東　久義 
香西　和好 
岩本　雅雄 
大塚　忠廣 
吉田　　正 
稲岡　正一 
杉山　昶男 
山添　武司 
唐渡　常義 

◎後藤　耕治 
○東根　善一 
佐藤　　弘 
松永　　渉 
池光　正男 
出口　松三 
西岡　謙治 
三浦　三一 

◎佐藤　　弘 
○阿部　雅志 
丸若　祐二 
岩野　宗夫 
山添　武司 
大木　松義 
西川　　武 
真島　英一 

◎吉成　正一 
○石動　圭一 
武田　　矯 
尾花　健二 
武市　賢二 
丸若　祐二 
杉山　昶男 
西川　　武 
原田　定信 

吉本　健二 
福田　重治 
真島　英一 
篠原　啓治 

◎真島　英一 
○児玉　敬二 
武田　　矯 
吉田　　稔 
稲井　隆伸 
笠井　高章 
杉山　昶男 
原田　定信 
吉川　精二 
原田　淳平 

中川　節雄 
増田　英夫 
河野　芳一 
藤田　啓雄 
有川マサ子 
松村　幸治 
篠原　啓治 

地域活性化 
インターチェンジ 
（10名） 

（平成17年4月20日） 

阿
波
市
誕
生
後
の
初
会
議
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
初
代
阿
波
市
議
会
議
長
と
い
う
、
こ
の

う
え
な
い
名
誉
と
重
責
あ
る
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、
常
に
議
会
の
融
和
を
は
か
り
、
市
民
の
付
託
に
応
え
、
市
長
部
局
と
と
も
に

阿
波
市
発
展
の
た
め
に
、
全
力
を
挙
げ
て
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

阿
波
市
は
平
成
の
大
合
併
と
し
て
は
、
徳
島
県
内
で
五
番
目
の
合
併
で
あ
り
、
第
七
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

郡
境
を
越
え
て
の
合
併
と
い
う
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
た
こ
と
で
、「
阿
波
市
議
会
」
が
一
つ
に
結
束
し
、
新
生
阿

波
市
建
設
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
う
れ
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

在
任
特
例
の
一
年
間
は
、
合
併
の
意
義
と
目
的
を
し
っ
か
り
見
据
え
な
が
ら
、
旧
町
で
の
課
題
を
い
か
に
阿
波
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
、
と
い
う
責
め
を
果
た
し
、
阿
波
市
の
発
展
に
寄
与
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
と
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
合
併
を
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿
波
市
議
会
議
長

吉
　
川
　
精
　
二
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阿
波
市
は
、
徳
島
県
中
央
北
部
の

吉
野
川
北
岸
に
位
置
し
、
東
は
上
板

町
、
西
は
美
馬
市
、
南
は
吉
野
川
市
、

北
は
香
川
県
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

北
部
の
香
川
県
境
に
は
、
阿
讃
山

脈
が
連
な
り
、
緑
豊
か
な
山
々
を
有

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
山
々
を
水
源
と
し
て
、

宮
川
内
谷
川
、
日
開
谷
川
、
大
久
保

谷
川
及
び
伊
沢
谷
川
が
南
に
縦
貫

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
南
面
傾
斜
の
扇
状

地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

吉
野
川
中
央
部
の
北
岸
流
域
沿
い

に
東
西
に
開
け
た
平
野
部
で
は
、
地

味
肥
沃
な
土
壌
を
活
か
し
た
高
品
質

な
農
産
物
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。気

候
は
温
暖
で
、
吉
野
川
を
望
む

美
し
い
自
然
と
と
も
に
、
歴
史
・
文

化
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
国
の
天
然
記

念
物
「
阿
波
の
土
柱
」
や
「
四
国
霊

場
札
所
」
を
は
じ
め
と
す
る
名
所
旧

跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
阿
波
の
東

西
交
通
の
要
衝
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
現
在
で
は
、
徳
島
自
動
車
道
の

開
通
に
よ
り
、
土
成
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
や
阿
波
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が

整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
東

西
に
は
県
道
・
鳴
門
池
田
線
が
、
南

北
に
は
国
道
三
一
八
号
、
県
道
・
津

田
川
島
線
、
県
道
・
志
度
山
川
線
が

香
川
県
と
吉
野
川
南
岸
の
国
道
一
九

二
号
を
結
ん
で
い
ま
す
。

新
し
く
出
来
る
市
章
は
市
民
の
夢

や
希
望
を
感
じ
る
作
品
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

元
気
で
あ
り
、
斬
新
で
あ
り
、
新
し

く
生
ま
れ
る
阿
波
市
の
市
章
に
最
適

で
す
。

（
市
章
選
考
委
員
会
で
の
選
考
理
由
）

新
し
く
誕
生
し
た
阿
波
市
に
は
、

た
く
さ
ん
の
宝
・
情
報
が
埋
も
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
私
た
ち
の
地
域
に
紹
介

し
た
い
風
景
が
あ
る
ん
で
す
」「
こ

の
人
を
市
内
の
人
に
ぜ
ひ
紹
介
し
た

い
」「
珍
し
い
建
物
が
あ
り
ま
す
よ
」

な
ど
な
ど
。
お
寄
せ
い
た
だ
く
情
報

に
は
、
紹
介
理
由
（
コ
メ
ン
ト
）、
写

真
、場
所
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
広
報

紙
に
掲
載
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先

阿
波
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

広
報
広
聴
係

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
四
一
一
二
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四
月
一
日
、
町
村
合
併
に
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
輊
阿
波
市
輅

澄
ん
だ
空
気
と
清
ら
か
な
水
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
広
が
る
緑
豊
か
な
阿
波
市
。
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
地
味
肥
沃
な
土
壌
を
持
つ

阿
波
市
は
、
徳
島
県
下
で
も
有
数
の
農
業
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
農
業
産
出
額
は
徳
島
県
で
一
位
を
占
め
る
ほ
ど
で
す
。（
二
〇
〇
〇

年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
二
〇
〇
一
年
農
林
水
産
統
計
年
報
調
べ
）
こ
こ
で
は
、
そ
の
阿
波
市
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

阿
波
市
紹
介

阿
波
市
紹
介 
阿
波
市
紹
介

阿
波
市
紹
介 
阿
波
市
紹
介 

市
章
と
し
て
斬
新
で
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
り
、
単
純
で
動
き
の
あ
る
形
が

新
し
い
阿
波
市
の
未
来
に
向
か
っ
て

の
躍
動
を
思
わ
せ
、
阿
波
市
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
あ
す
に
向
か
っ
て
　
人

の
花
咲
く
や
す
ら
ぎ
空
間
　
阿
波

市
」
を
的
確
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

阿
波
市
の
英
字
表
記
「
Ａ
Ｗ
Ａ
」

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
て
お
り
、
Ａ
Ｗ
を

上
下
に
丸
み
の
か
か
っ
た
柔
ら
か
な

感
じ
で
表
現
し
、
Ａ
で
豊
か
な
緑
や

阿
讃
山
脈
を
、Ｗ
で
清
流
吉
野
川
を
、

間
の
オ
レ
ン
ジ
の
丸
で
、
人
や
花
、

あ
る
い
は
日
の
出
を
も
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
誰
に
で
も
覚
え
や
す
く
、

描
き
や
す
い
形
の
た
め
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
親
し
ま
れ
る
作
品
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

使
用
し
て
い
る
色
彩
に
つ
い
て

も
、
安
ら
ぎ
や
安
心
感
を
連
想
す
る

グ
リ
ー
ン
、
信
頼
感
や
清
潔
感
を
連

想
す
る
ブ
ル
ー
、
夢
や
希
望
を
連
想

す
る
オ
レ
ン
ジ
、
こ
の
三
色
の
色
で

表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
色
彩
的
に

明
る
く
、
明
快
で
す
。

阿
波
市
の
市
章

■人口・世帯

平成12年国勢調査による阿波市の人口及び各種世帯数については（表1）の

とおりです。人口は42,388人であり、徳島県内の市町村では小松島市に次ぎ

6番目の規模になります。

世帯については12,657戸で、1世帯当たり人数の平均は3.32人となってい

ます。

世帯数に対する核家族世帯の占める割合は49.9％であり、世帯数の約半数

が核家族となっています。65歳以上の高齢者のいる世帯割合は54.4％と5割

を超え、65歳以上の高齢単身世帯の割合は7.5％に達しています。

■阿波市の人口、総世帯数など（表1） （平成12年 国勢調査によるもの）

■面積

阿波市の総面積は、190.97裄となっており、現在の徳島県内の市町村では

6番目の規模となります。

また、可住地面積をみると、89.78裄で、可住地面積割合は47.0％となっ

ています。徳島県の可住地面積割合の平均24.6％ですので、平野部の多い地

域だといえます。

人 口  

総世帯数 

1世帯当たり平均人数 

42,388人 

12,657戸 

3.32人 

核家族世帯割合 

65歳以上家族のいる世帯割合 

65歳以上家族人員1人世帯割合 

49.9％ 

54.4％ 

  7.5％ 

市
内
の
宝
？

情
報
を
教
え
て



美馬市 
吉野川市 

神山町 

石井町 

上板町 

香川県 

土成IC

脇町IC

美馬IC

徳島自動
車道 

徳島自動
車道 

県道鳴門県道鳴門
・池田線池田線 

県道鳴門
・池田線

 
阿波阿波 阿波 

市場市場 市場 
土成土成 土成 

吉野吉野 吉野 

　市町村合併と同時に、広報取材のエリアが広がり、
見るもの、手に取るものの多くが新鮮です。 
　広報取材班が、この春から、阿波市内を北へ南へ、
西へ東へと走る走る。 
　そこで見た市内の花、風景、特産品等々。 
　ここでは、旧4町の各所でみた、春と味覚を紹介
します。 

阿波市の春と味覚阿波市の春と味覚阿波市の春と味覚阿波市の春と味覚

ミニトマト蜷 
　このミニトマトは、県知事
認定を受けた安心安全な
エコトマト。真っ赤に熟れた
ミニトマトは甘くて色艶満点、
まん丸の形にちょこんとつ
いた緑の葉っぱは、お弁当
などの彩りに最適。栽培期
間も周年栽培されるので
年中出荷されています。 

蜻たらいうどん  
　名物「たらいうどん」は
湯だめになったコシの強い
手打ち麺を大きなたらいに
入れて大勢で囲む野趣あ
ふれる物です。 
　でも決め手はなんと言っ
てもダシ汁。ダシ汁は淡泊
で風味があり、たらいうどん
とは切っても切り離せません。 

蜻さやえんどう 
　全国でもトップクラスの
品質と厳選された選別を
誇り、その階級はなんと7
階級。東京、横浜方面にフ
ライト便で出荷し、高級料
理店で多く使われています。
収穫時期は10月～5月下
旬まで 

レタス蜷 
　低農薬、有機栽培で、
品質は全国でもトップク
ラス。県内外を問わず、
数多くの高級ホテル、レ
ストランで使われてい
ます。 

蜻大久保谷川 
　（市役所本庁前）の桜  
　毎年桜の開花時期（3月
下旬から4月上旬）に見事
に花開く桜。桜並木には
提灯がつられ、夜桜も楽し
めます。お花見スポットと
してみてください。 

シバザクラ蜷 
　上野段、市場図書館近くの、
通称「シバザクラ街道」。毎
年市場ボランティア協会あ
じさい部会の手入れにより、
赤、白、紫の3千本のシバザ
クラが殺風景なコンクリー
ト斜面約170メートルを鮮
やかに彩ります。見ごろは
4月中旬から5月上旬まで。 

こいのぼり蜷 
　宮川内ダム周辺地域の
方たちが、毎年こどもの日
に合わせ、その前後に元気
に泳がせているこいのぼり。
近くには、道の駅どなり「餐
（もてなし）の館」もあり、
新緑に囲まれた5月、心い
やされる場所の1つです。 

蜻柿原堰  
　堰の下流では清流
に泳ぐ鮎を釣る釣り
人たちで大変にぎわ
います。一息ついたら
焚き火をして、釣った
鮎をその場で塩焼き
にして食べるのもま
た一興。大自然を満
喫できる事でしょう。 

広報阿波 2005.65
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空
海
の
道 
空
海
の
道 

　
先
月
十
五
日（
日
）
、
最
後
ま
で
残
っ
た
空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
阿
波
市
十
番
札
所
切
幡
寺
ス
タ
ー
ト
の
平
地
コ
ー
ス
と
吉
野
川
市
十
一
番
札
所
藤
井

寺
ス
タ
ー
ト
の
山
道
コ
ー
ス
、
こ
の
二
コ
ー
ス
。
地
元
切
幡
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
〜
吉
野

川
市
の
ひ
ま
わ
り
農
産
市
ま
で
の
平
地
コ
ー
ス
十
四
・
二
キ
ロ
に
小
笠
原
初
代
阿
波
市

長
も
参
加
。 

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
、
さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
も

と
、
自
然
豊
か
な
遍
路
道
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。 

四
国
三
郎
を
ま
た
ぐ 

▲善入寺島善入寺島まで来ました  先はまだ長い ▲善入寺島まで来ました  先はまだ長い 

▲景色はサイコー 

▲はぁーいい気持ち ▲あともう少し 

▲完歩しました！  お疲れさま！！ 

▲元気はつらつ  市長！！ 

▲お接待で一息… 

蜻333段の階段、 
　長い坂道の 
　参道を抜け 
　目指すはゴール 
　「ひまわり農産市」 

蜷
出
発
前  

準
備
は
万
端
？ 
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ニューヨーク・シンフォニック・アンサンブル 
特別演奏会 

阿波市誕生記念 

■プログラム 

2005年7月29日（金） 

モーツァルト／バイオリン協奏曲  第5番  イ長調 Ｋ.219 
ベートーヴェン／交響曲  第6番「田園」 ヘ長調 Ｏｐ.68
※都合により曲目その他を変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

◎地元阿波踊り連との共演 

※宝くじの助成により、通常料金の約半額になっています。 
※乳幼児の同伴・入場はご遠慮ください。（３歳以下） 
※前売り券が完売の場合は、当日券の販売はありません。 
※「親子」券は、親と高校生以下のお子様の2名が入場できます。 
　会場へは親子一緒にご入場ください。 

●開場 18：30 ／ 開演 19：00

●入場料金〈全自由席〉 
一　般 
高校生以下 
親　子 

3,000円 （当日売り 3,500円） 
1,500円 （当日売り 2,000円） 
4,000円 （前売りのみ） 

・・・・・・・ 
・・・ 

・・・・・・・ 

●プレイガイド 
阿波市役所  まちづくり推進課 
吉野・土成・市場各支所  地域振興課 

●お問い合わせ：阿波市まちづくり推進課  蕁（0883）35－4112
※空調完備 

阿波市立阿波中学校 
体育館（阿波アリーナ） 

■出　演 
指揮・音楽監督 ： 高原　守 
管弦楽 ： ニューヨーク・シンフォニック・アンサンブル 

コンサート 

主催 ： 阿波市、阿波市教育委員会 
　　　徳島県、譛自治総合センター 

後援 ： 　　　　　　  徳島放送局 

宝くじは、広く社会に 
役立てられています。 

　指揮者、高原守が率いるニューヨーク・シンフォニック・アンサンブルは、
毎年、ニューヨークの国連本部で開催されるＵＮＦＰＡ（国連人口基金）
の表彰式典では、世界中の受賞国の音楽をアレンジした演奏で、好
評を博している。ニューヨーク・シンフォニック・アンサンブルは、い
かにもニューヨークらしい明るく透明で、ハートにしみるような魅
力的な演奏をしている。 

●前売券発売 6月1日（水）より 
（8：30～17：00） 



戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
（
第
八
回
特
別
弔
慰
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
の
対
象
者
】

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

一
平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方

二
戦
没
者
等
の
子

三
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成

十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
婚
姻

に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方
又

は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組
を

し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）

四
右
記
三
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

五
右
記
一
か
ら
四
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
一
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
。）

【
支
給
内
容
】

十
年
償
還
の
記
名
国
債
、
額
面
四

十
万
円

【
請
求
期
間
】

平
成
二
〇
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

【
請
求
窓
口
】

阿
波
市
健
康
福
祉
部
地
域
福
祉
課

（
阿
波
市
市
場
支
所
内
）

蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
六
八
一
一

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
地
域
福
祉
課
、又
は
、徳
島

県
保
健
福
祉
政
策
課
援
護
恩
給
担
当

蕁（
〇
八
八
）
六
二
一
―
二
一
七
〇

平
成
十
七
年
度
か
ら
市
県
民
税
の

納
期
・
口
座
振
替
日
及
び
送
付
方
法

が
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

一
期
分
送
付
時
に
全
納
分
・
一
期

分
・
二
期
分
・
三
期
分
の
納
付
書
を

一
度
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
紛
失
し

な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
前
納
報
奨
金

一
期
分
の
納
期
内
に
全
期
分
の
税

額
を
前
納
し
た
場
合
に
は
、
税
額
の

一
〇
〇
分
の
〇
・
五
に
納
期
前
に
係

る
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
が
報
奨
金

と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

阿
波
市
市
民
税
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
一
〇

阿
波
市
で
は
、
臨
時
職
員
が
必
要

な
と
き
に
備
え
て
臨
時
職
員
の
登
録

制
度
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は

依
頼
す
る
業
務
が
発
生
し
た
段
階

で
、
登
録
者
の
中
か
ら
面
接
等
を
行

い
採
用
い
た
し
ま
す
。
登
録
希
望
者

は
履
歴
書
を
阿
波
市
秘
書
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

職
種
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

（
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
）

阿
波
市
秘
書
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
七
〇

な
お
、
臨
時
的
任
用
は
、
正
職
員

採
用
に
際
し
て
い
か
な
る
優
先
権
を

も
与
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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お し ら せ
『
戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
様
へ
』

職　　　種 

保育士（資格必要） 

介 護 員  

調 理 員  

事 務 補 助 員  

作 業 員 

日　  額 

6 , 500円 

5 , 800円 

5 , 800円 

5 , 800円 

8 , 300円 

阿
波
市
臨
時
職
員
登
録
制
度

〈
阿
波
市
秘
書
課
〉

阿
波
市
教
育
委
員
会
で
は
、
嘱

託
・
臨
時
職
員
が
必
要
な
と
き
に
備

え
て
、
嘱
託
・
臨
時
職
員
の
登
録
制

度
を
実
施
し
ま
す
。登
録
希
望
者
は
、

履
歴
書
を
阿
波
市
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。
職

種
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
嘱
託
職
員

社
会
教
育
指
導
員

月
額
十
五
万
円

学
力
向
上
専
任
指
導
員

月
額
十
七
万
二
千
円

○
臨
時
職
員

外
国
人
英
語
講
師日

額
六
千
五
百
円

中
国
語
講
師
　
日
額
六
千
五
百
円

幼
稚
園
助
教
諭

日
額
六
千
五
百
円

調
理
員
　
　
　
日
額
五
千
八
百
円

図
書
館
司
書
　
日
額
五
千
八
百
円

事
務
補
助
員
　
日
額
五
千
八
百
円

管
理
人
　
　
　
日
額
五
千
八
百
円

○
提
出
先

阿
波
市
教
育
委
員
会

（
問
い
合
わ
せ
）

蕁（
〇
八
八
）
六
九
六
―
三
九
六
六

阿
波
市
教
育
委
員
会
嘱
託
・

臨
時
職
員
登
録
制
度

〈
阿
波
市
教
育
委
員
会
〉

市
県
民
税
の
納
期
・
口
座
振

替
日
及
び
送
付
方
法
の
変
更

口 座 振 替 日 

第1期分 

第2期分 

第3期分 

平成17年6月27日 

平成17年9月26日 

平成17年12月26日 

納　　期　　限 

第1期分 

第2期分 

第3期分 

平成17年6月30日 

平成17年9月30日 

平成17年12月26日 



開催場所 

吉野地域福祉センター 

土成老人福祉センター 

市場総合福祉センター 

阿波健康福祉センター 

開催日 

6月28日貂 

6月16日貅 

6月22日貉 

6月27日豺 

担当行政相談委員 

尾闢正美さん 

尾形信之さん 

山添弘至さん 

東端　孝さん 

時　間 

13時30分～16時 

13時30分～16時 

13時30分～16時 

13時30分～16時 

（表一） 
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お し ら せ

阿波市教育委員会生涯学習課よりおしらせ 

書道・絵画講座開講のご案内 

中国語講座開講のご案内 

　阿波市では、市民の皆様一人ひとりが生涯にわたってうるおいと生きがいを持って生活できるように、生涯学習社会の

実現を目指しています。今年は、阿波市となって１年目、まず次の講座から開設いたしました。興味のある方、参加してみ

たいと思われる方は、直接講師先生にご連絡ください。 

　古来より、日本と深い関わりのある中国。阿波市発足を機にいっしょに中国語を学んで見ませんか？どなたもお気軽に

お問い合わせください。 

☆絵画教室 
講　師 ： 近藤　昇さん　連絡先０８８－６４１－１３９８ 

開講日 ： 毎週土曜日　　１３：００～１７：００ 

場　所 ： 市場住民センター 

☆書道教室 
講　師 ： 讃岐浩史さん　　  連絡先０８８－６５３－８０７９ 

開講日 ： 毎週第２・４金曜日　１７：００～１９：００ 

場　所 ： 市場住民センター 

名 称  

日 時  

生涯学習中国語講座『中国語を話そう！』 

吉野シノ原教育集会所　　住所：阿波市柿原字シノ原66番地 

無料 

小学生以上　※先着20名 

教育委員会　生涯学習課　　住所：阿波市西条字大西60番地1 
　　　TEL ： 088－696－3968 
　　　FAX ： 088－696－3113

　　暁平（ソン　ショウハイ）　（日本名：西岡暁子） 

毎週月曜日　19：00～20：00

場 所  

講 師  

料 金  

対 象  

申 込 み 先  
（問い合わせ先） 

阿
波
市
行
政
相
談
所
の
開
設

国
、
県
、
市
町
村
な
ど
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞

い
て
そ
れ
ら
の
解
決
を
図
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
の
が
総
務

省
の
行
政
相
談
制
度
で
す
。

市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
が
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、
表

一
の
日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、

福
祉
介
護
等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

阿
波
市
総
務
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
四
一
一
一

旧
吉
野
町
　
　
○
○
区

旧
土
成
町
　
　
○
○
支
部

旧
市
場
町
　
　
○
○
組
合

旧
阿
波
町
　
　
○
○
実
行
組

旧
四
町
は
右
記
の
通
り
、
自
治
会

名
称
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
町
村
合
併
に
伴

い
、
こ
の
名
称
を
次
の
よ
う
に
統
一

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
阿
波
市
○
○
自
治
会
」

各
会
員
の
み
な
さ
ま
の
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

阿
波
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
四
一
一
二

市
町
村
合
併
に
伴
う

自
治
会
名
称
の
統
一



農
業
委
員
会
で
は
毎
月
一
回
（
予

定
二
十
五
日
）
総
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
農
地
の
移
動
、
貸
借
、
転

用
等
、
許
可
申
請
が
必
要
な
方
は
毎

月
十
日
ま
で
に
申
請
書
を
農
業
委
員

会
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

農
業
委
員
会
事
務
局

〒
七
七
一
―
一
五
九
二

徳
島
県
阿
波
市
土
成

字
丸
山
一
番
地
一

蕁（
〇
八
八
）
六
九
五
―
五
三
八
四

蕭（
〇
八
八
）
六
九
五
―
二
三
一
六

●
利
用
集
積
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

農
地
に
関
す
る
相
談
は
農
業
委
員
会
へ

「
貸
し
た
い
」「
借
り
た
い
」「
売

り
た
い
」「
買
い
た
い
」
な
ど
の
農

地
に
関
す
る
相
談
は
、
市
町
村
の
農

業
委
員
会
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
利
用
権
設
定
」
す
れ
ば
貸
し
た
農

地
は
必
ず
返
っ
て
き
ま
す

「
利
用
権
設
定
」
は
、
貸
し
手
と

借
り
手
と
で
決
め
た
期
間
が
く
れ

ば
、
賃
貸
借
関
係
は
終
了
し
、
必
ず

返
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
制
度
で

す
。
法
律
に
基
づ
い
て
貸
し
借
り
の

契
約
を
結
ん
で
お
け
ば
、
行
政
の
相

談
や
支
援
が
受
け
ら
れ
、
大
変
安
心

で
す
。

権
利
関
係
の
情
報
を
管
理
し
、
期
間
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お し ら せ

阿
波
市
農
業
委
員
会

終
了
前
に
通
知
し
ま
す

貸
し
借
り
を
行
っ
て
い
る
農
地
の

権
利
関
係
に
関
す
る
情
報
は
、
農
業

委
員
会
で
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
利
用
権
設
定
の
場

合
、
貸
し
借
り
の
期
間
が
終
了
す
る

前
に
貸
し
手
、
借
り
手
に
通
知
し
ま

す
の
で
、貸
し
借
り
を
更
新
す
る
か
、

終
了
す
る
か
、
そ
の
つ
ど
決
定
が
で

き
ま
す
。

●
大
切
な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

《
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
》

※
　
他
法
令
の
許
可
が
必
要
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

阿
波
市
で
は
、「
教
育
の
機
会
均

等
」
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
高

等
学
校
等
ま
た
は
大
学
に
在
学
し
、

経
済
的
な
理
由
の
た
め
就
学
が
困
難

で
か
つ
資
格
要
件
（
所
得
基
準
等
）

を
満
た
し
た
方
を
対
象
に
、
奨
学
金

を
交
付
し
ま
す
。

奨
学
金
申
請
手
続
き
の
〆
切
は
六

月
末
日
で
す
。
書
類
の
請
求
・
提
出

な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
阿

波
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蕁（
〇
八
八
）
六
九
六
―
三
九
六
七

転用許可事務の流れ 
市街化区域以外の農地… 

都道府県知事許可 
4ha以下のもの 

農林水産大臣許可 
4haを超えるもの 
（地域整備法によるものを除く） 

標準的事務処理期間を設け、申請を受けてから6週間以内に処理できる 
よう努めています 

申請者 
（4ha以下） 

申請者 
（4ha超） 

①申請書提出 ②意見を付して送付 

①申請書提出 ②意見を付して送付 

③許可につき意見を聞く 

④意見提出 ⑤許可通知 

③許可通知 

農業委員会 都道府県 
農業会議 

農林水産大臣 

知事 

知事 

2haを超え4ha以下は、 
農林水産大臣への協議 注 

注

農地転用とは、農地を農地でなくすこと、
すなわち農地に区画形質の変更を加えて住
宅用地等に転換することをいいます。

農地転用とは？

今
、
私
た
ち
の
周
囲
に
は
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
て
い
る
様
々
な
人
権
問
題
が

あ
り
ま
す
。
家
庭
内
暴
力
、
こ
ど
も
の
人

権
問
題
と
し
て
い
じ
め
・
不
登
校
・
虐
待
、

ま
た
、
障
害
者
に
対
す
る
差
別
な
ど
、
人

権
尊
重
社
会
の
実
現
へ
の
解
決
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

阿
波
市
で
は
、
こ
う
し
た
人
権
問
題
に

対
し
て
、
人
権
課
・
生
涯
学
習
課
が
中
心

と
な
っ
て
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
相
互
に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊

か
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
諸
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

人
権
課
で
は
、
広
域
隣
保
館
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

１
地
域
住
民
の
社
会
福
祉
活
動
・
相
談
事
業
（
人
権
相
談
、
職
業
相
談
、

教
育
相
談
、
生
活
相
談
等
）

２
人
権
問
題
解
決
の
た
め
の
啓
発
・
広
報

活
動

３
ふ
れ
あ
い
交
流
文
化
祭
、
各
種
講
座

（
書
道
教
室
・
生
け
花
教
室
・
料
理
教

室
等
）

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
市
場
文
化
会
館
・

吉
野
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
一
条
ふ

れ
あ
い
会
館
・
柿
原
ふ
れ
あ
い
会
館
・
阿

波
南
川
原
公
会
堂
等
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
七
三

人
権
尊
重
の
ま
ち
、
差
別
の
な
い
生
活
、

住
み
よ
い
阿
波
市
を
め
ざ
し
て

人
権
尊
重
の
ま
ち
、
差
別
の
な
い
生
活
、

住
み
よ
い
阿
波
市
を
め
ざ
し
て

阿
波
市
奨
学
金
制
度
の

お
知
ら
せ
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　ごぞんじですか？阿波市内には4つの図書

館があります。各図書館では、図書や視聴覚

資料の貸出だけでなく、おはなし会などの行

事もありますので、お気軽にご来館ください。 

◎阿波図書館 
　　　蕁（0883）35－5101  蕭（0883）35－5109 
○開館時間　午前10時～午後6時 
○6月の休館日　月曜日、資料整理日 6月30日貅 
○貸出冊数　図書・雑誌／あわせて1人10冊（14日間） 

CD・ビデオ／それぞれ1人3点（7日間） 
※LDとDVDは館内利用のみ 

～6月の行事予定～ 
○おはなしベルの会のおはなし会は6月11日・25日貍 午後2時 
『25日貍は七夕おはなし会 
　　おはなしのあとみんなで笹かざりを作ります』 

○こども映画会　6月4日・18日貍 午後2時から 
☆ロビー展「アンデルセン生誕200年」 
　　　　　　　　6月4日貍～29日貉 
 

◎吉野笠井図書館 
　　　蕁（088）696－4686  蕭（088）696－5139 
○開館時間　午前10時～午後6時 
○6月の休館日　月曜日、資料整理日 6月30日貅 
○貸出冊数　図書／1人10冊まで（14日間） 

（今までの貸出カードはそのまま使用できます） 
～6月の行事予定～ 
○おはなし会　6月25日貍 午後3時から3時30分まで 
○新刊情報 
『最後に咲く花』片山恭一著、『辰巳八景』山本一力著、 
『黒笑小説』東野圭吾著、『小判商人』平岩弓枝著、 
『いつかパラソルの下で』森絵都著、 
『小説以外』恩田陸著、『美女に幸あり』林真理子著 
 

◎土成図書館 
　　　蕁（088）695－5385  蕭（088）695－2316 
○開館時間　午前10時～午後6時 
○6月の休館日　月曜日、資料整理日 6月30日貅 
○貸出冊数　図書／1人10冊まで（14日間） 

ビデオ／それぞれ1人3点まで（7日間） 
～6月の行事予定～ 
○おはなしひろば 
6月5日豸 午前10時30分～11時 
毎月第1日曜日にあり、絵本・紙芝居の
よみきかせや手あそびをしています。 
 
 

◎市場図書館 
　　　蕁（0883）36－6455  蕭（0883）36－6456 
○開館時間　午前10時～午後6時 
○6月の休館日　月曜日、資料整理日 6月30日貅 
○貸出冊数　図書・カセット／1人10冊（点）（14日間） 

雑誌／1人5冊（14日間） 
ビデオ・CD／1人各3点（7日間） 
※LDと一部ビデオは館内だけ利用 

～6月の行事予定～ 
○こども映画会　　6月12日豸 午後2時から 
○ちぎり絵教室　　6月11日貍 ・25日貍 午後1時から 
○歴史講座　　　  6月21日貂 午後1時30分から 
○古文書解読講座  6月26日豸 午前10時から 
 

●読みたい本がみつからない場合は、気軽に

ご相談ください。本の予約やリクエストは、

各館でいつでも受け付けています。 

●毎週水曜日に、県立図書館協力車が巡回して

います。 



1日貉 

2日貅 

3日貊 

4日貍 

5日豸 

6日豺 

7日貂 

8日貉 

9日貅 

10日貊 

11日貍 

12日豸 

13日豺 

14日貂 

15日貉 

16日貅 

17日貊 

18日貍 

19日豸 

20日豺 

21日貂 

22日貉 

23日貅 

24日貊 

25日貍 

26日豸 

27日豺 

28日貂 

29日貉 

30日貅 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

金塚内科 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

笠井病院 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

小笠原医院 

阿波病院（内科のみ） 

乾内科外科 

賛広診療所 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

大闢皮膚科 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

大久保医院［吉野］ 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

大久保内科［市場］ 

阿波病院（内科のみ） 

大野病院 

大串医院（眼科） 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

阿波病院（内科のみ） 

※変更になる場合があります。当番医あ
るいは、中央広域連合中消防署蕁088
－695－2149でご確認ください。 

休日夜間救急当番医 休日夜間救急当番医 休日夜間救急当番医 

6月の健康だより 6月の健康だより ●保健事業のお問い合わせは 
　阿波市健康福祉部 健康推進課　TEL.0883－36－6815

健康づくり教室の参加者を募集します 

市内では次の場所に乾燥まむしウマ抗毒素（まむし血清）の保管をしています。 

＊いきいき遊びりテーション ＊いきいき遊びりテーション ＊いきいき遊びりテーション 
作業療法士による集団体操、ゲームなど 
おおむね60歳以上で来所可能な方。 
10名程度 
土成保健センター 
平成17年6月～平成18年3月（月1回・計10回実施） 
13:30～15:00 

希望される方は、6/10貊までにお申し込みください。 

　健康の保持増進や生活習慣病の予防を考えている方のための
教室です。 
　健康づくりに役立つ運動の実践方法などを学びます。 参加を
お待ちしています 

内 容  
対 象 者  
募集人数 
場 所  
実施期間 
時 間  

＊健康リズム体操 ＊健康リズム体操 ＊健康リズム体操 
ボールなどを使った集団体操 
医師より運動を止められていない方。 
15名程度 
阿波保健センター、市場コミュニティセンター 
平成17年6月～平成18年3月(月1回ずつ・計20回実施) 
13：30～15：00 

希望される方は、6/6豺までにお申し込みください。 

内 容  
対 象 者  
募集人数 
場 所  
実施期間 
時 間  

＊リフレッシュ講習 ＊リフレッシュ講習 ＊リフレッシュ講習 
理学療法士による個別相談(予約制)  
運動指導員による集団体操 
おおむね60歳以上で、腰痛や膝痛などで悩んでいる方。 
阿波保健センター 
平成17年6月30日貅【毎月実施します】 
13:30～15:00 

理学療法士による個別相談は予約制です。事前にお申し込み
ください。 

内 容  
 
対 象 者  
場 所  
実 施 日  
時 間  

申込み／問い合わせ先 
　阿波市健康福祉部  健康推進課　TEL.0883－36－6815

●阿波病院 

●ますだ薬局 

●笠井中央エスエス薬局土成支店 

阿波市市場岸ノ下 

阿波市西条字中小路 

阿波市土成字南原 

0883－36－5151

088－696－2129

088－695－3767
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　年に一度の健診、あなたは必ず受けていますか？健診というと「また受けるの？」「面倒だなぁ」と思われる方も

いることでしょう。しかし健診とは、実はとても大切なものなのです。みなさんの身体は、日々がんばって活動してい

ます。ときには少々無理をしたり、疲れがたまったり…そんな身体の状態を、年に一度総チェックするのが健診の役

割です。 

　阿波市では、市民の健康推進のため、集団検診・医療機関健診・ＪＡ日帰り健診を予定しています。今月中には、各

家庭に健診内容の詳しいお知らせ、集団健診申込用紙、医療機関用の受診券（問診票）をお届けします。合併によ

り旧町で実施していた健診内容・時期・検診料金等に変更がありますのでご確認ください。 

●基本健診　［問診・身体測定・理学的検査・血圧測定・尿検査・心電図検査・血液検査（脂質検査・肝機能検査・腎機

能検査・血糖検査、ヘモグロビンA1c検査・貧血検査・尿酸検査）］ 

●肝炎ウイルス検査　　●成人歯科検診　　●胃がん検診　　●肺がん検診　　●大腸がん検診 

●子宮がん検診　　●乳がん（乳房エックス線併用）検診　　●甲状腺検診 

休日夜間救急当番医 休日夜間救急当番医 

6月の健康だより 6月の健康だより 6月の健康だより 

成人病健診のお知らせ 

＊いきいき遊びりテーション ＊いきいき遊びりテーション 

母子・乳児健診／相談 

日 

2日貅 

〃 

7日貂 

9日貅 

14日貂 

16日貅 

21日貂 

23日貅 

24日貊 

28日貂 

受付時間 

13：30～13：45 

13：00～13：15 

12：40～13：00 

13：00～13：30 

12：40～13：00 

12：40～13：00 

12：45～13：00 

13：00～13：30 

12：45～13：00 

12：40～13：00

事業名 

股脱検診・離乳食 

股脱検診・離乳食 

1歳6か月児健診 

乳幼児相談・育児教室 

乳児健診 

2歳児歯科検診 

乳児健診 

乳幼児相談・育児教室 

パパママクラス 

3歳児健診 

会場 

吉野H 

阿波H 

土成H 

吉野H 

市場C 

阿波H 

土成H 

阿波H 

吉野H 

市場C

予　防　接　種 

日 

1日貉 

15日貉 

22日貉 

29日貉 

受付時間 

13：00～13：30 

13：00～13：30 

13：00～13：30 

13：00～13：30

事業名 

ポリオ 

BCG 

ポリオ 

ポリオ 

会場 

阿波H 

阿波H 

阿波H 

吉野H

健康happy相談 

日 

9日貅 

15日貉 

16日貅 

22日貉 

受付時間 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00

事業名 

健康相談 

健康相談 

健康相談 

健康相談 

会場 

阿波H 

吉野H 

市場C 

土成H

献　　血 

日 

24日貊 

〃 

〃 

受付時間 

  9：30～16：00 

12：30～14：30 

15：00～16：00

献血場所 

阿波市役所（本庁） 

アワーズ 

阿波久勝公民館 

各種健康づくり教室 

日 

7日貂 

7日貂 

16日貅 

21日貂 

21日貂 

30日貅 

時　　間 

13：30～15：00 

10：00～15：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

10：00～15：00 

13：30～15：30

事業名 

健康リズム体操 

生活習慣改善教室 

いきいき遊びりテーション 

健康リズム体操 

生活習慣改善教室 

リフレッシュ講習 

会場 

市場C 

吉野H 

土成H 

阿波H 

市場C 

阿波H

※会場のHは保健センター、Cはコミュニティセンターの略です。 

＊健康リズム体操 ＊健康リズム体操 

＊リフレッシュ講習 ＊リフレッシュ講習 
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？

？
？

こ
の
ほ
ど
、
御
所
電
気
工
業
所
（
出
口
正
夫
氏
、
阿
波
市
吉
田
字

城
根
木
）
が
四
国
電
気
安
全
委
員
会
会
長
か
ら
「
優
秀
電
気
工
事
業

者
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
経
済
産
業
省
が
電
気
保
安
行
政
の
一
環
と
し
て
広

く
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
全
国
的

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
永
年
に
わ
た
り
電
気
工
事
業
を
営
み
電

気
設
置
の
建
設
工
事
、
保
安
工
事
に
携
わ
り
、
ま
た
、
優
秀
な
実
績

の
あ
る
電
気
工
事
業
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

御
所
電
気
工
業
所
は
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
に
開
業
以
来
、
安
全

作
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
貢
献
活
動
や
業
界
の
育
成
・
発

展
に
貢
献
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

出
口
正
夫
社
長
は
「
身
に
余
る
栄

誉
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
安
全
に

十
分
気
を
つ
け
業
務
に
精
励
す
る
と

と
も
に
、
地
元
阿
波
市
の
発
展
と
後

継
者
の
育
成
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」

と
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
阿
波
市
で
は
（
有
）
後

藤
田
電
器
（
後
藤
田
裕
氏
、
大
野
島

野
神
）
が
優
良
電
気
工
業
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

先
月
初
め
か
ら
中
旬
に
か
け
、
阿

波
市
八
坂
地
区
で
、
地
元
住
民
グ
ル

ー
プ
「
阿
波
は
く
ち
ょ
う
会
」
の
皆

さ
ん
が
丹
誠
込
め
て
育
て
た
芍
薬
が

満
開
と
な
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

見
物
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

＊
優
秀
電
気
工
事
業
者
表
彰

御
所
電
気
工
業
所
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話題ひろば 
御
所
電
気
工
業
所
社
長

出
口
正
夫
氏

写
真
撮
影

五
月
十
三
日

＊
色
鮮
や
か
　
〜
芍

薬
（
し
ゃ
く
や
く
）
〜

先
月
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）、
阿
波
市
市
場
武
道
館
で
徳
島
県
下

選
抜
少
年
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
二
十
二
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
阿
波
市
と

し
て
は
第
一
回
と
い
う
記
念
す
べ
き
大
会
。

県
下
の
小
・
中
学
生
二
七
〇
名
の

選
手
は
、
日
頃
鍛
錬
し
た
柔
術
で
熱

き
戦
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

＊
第
二
十
二
回

県
下
選
抜
少
年
柔
道
大
会

今年4月1日に誕生した阿波市の平成12
年国勢調査による①人口②総世帯数は？
①と②の数字をお答えください。
正解は、本紙のどこかにあるよ！
本紙をよーく見てね。
はがきにクイズの答とあなたの住所・
氏名・年齢・電話番号を明記し、また、
広報へのご意見・ご感想を書いていた
だきご応募ください。正解者の中から、
抽選で5名の方に図書券があたります。
〒771－1792
徳島県阿波市東原173番地
阿波市役所広報クイズ係　宛
6月15日貉

問　　題：

ヒ ン ト：

応募方法：

応 募 先：

締め切り：

※当選者の発表は、翌月の広報阿波に掲載いたし
ます。多数の方のご応募、お待ちしています。

広報クイズ 正解者5名に、
図書券があたるよ！

広
報
阿
波
を
ご
覧
い
た
だ
く
皆
さ
ん
、

阿
波
市
が
誕
生
し
、
初
め
て
の
広
報
紙
、

創
刊
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

は
じ
め
ま
し
て
。

広
報
阿
波
は
、
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら

せ
掲
載
や
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
市

内
の
身
近
な
出
来
事
、
人
、
風
景
な
ど
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
編
集
室
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
情
報
を
も
と
に
、
取
材
可
能
な

も
の
は
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
広
報
阿
波
は
毎
月
一
日
発
行
し
、

配
布
い
た
し
ま
す
が
、
内
容
等
に
つ
い
て

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 

編
集
室 

阿波市のうごき 
■平成17年4月末日現在人口 
　　　　　　（住民基本台帳によるもの） 
　　男 ： 20,734人 
　　女 ： 22,411人 
　　計 ： 43,145人 
■世帯 ： 13,902戸 
■出生 ： 26人 
■死亡 ： 45人 
■面積 ： 190.97裄 

平均年齢 
45.9歳 

阿波市 

資源保護のためリサイクルしやすい 
大豆油インクを使用しています。 




